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教育の情報化と認知科学
第Ⅰ部　教育技術の進歩と人間
第1章　教育の情報化と教育方法の改革
第２章　認知心理学と教育過程
１．認知心理学とは何か
●認知心理学の定義
一般定義　：
「記憶や思考のような精神作用を科学的に分析し、個人の行動や社会行動の理解に寄与する学問」



↓


学校教育の授業に密接に関連
○知識とは
（１）宣言的知識
　事象の内容や事実のような知識
  例）「何々は何である」・・・・「Ｈ2Ｏは水である」
（２）手続き的知識
　方法やあることの仕方に関する知識
　例）「この数学の問題の解き方を知っている」
２．情報処理アプローチによる学習過程の理解
●情報処理システムの特徴と学習過程
○情報処理アプローチ
　人間を情報の主体的な処理者として捉え人間の情報処理過程を分析する。
○情報の貯蔵システム
　①感覚貯蔵システム（感覚記憶）          各要素を結びつける過程
　②短期貯蔵システム（短期記憶）                   ↓
　③長期貯蔵システム（長期記憶）          情報の「符号化」と「検索」の過程
Ｐ．２６　情報処理システムの概念図
●感覚記憶
　外界の情報→感覚器官（視覚情報・聴覚情報等）→短期間の記憶とその消去
　                           ↓
　　　　　　　　　　感覚記憶の容量は無限大
                             ↓
　　　　　　　　　　　生の情報のイメージ記憶
●短期記憶
　十数秒間の情報保持
　学習者→理解した内容を一時的に保持→短期記憶のアクティブな機能→「作業記憶」に貯蔵→問題を解く時に利用する
Ｐ．２９　２名の大学生の記憶容量の変化
　　※　短期記憶は訓練によって増やすことができる
●長期記憶
　短期記憶→今後利用価値のある情報→符号化処理→「長期記憶」に転送
                                                     ↓
　                                             大量の情報を貯蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間の経過による減衰がない
○３種の記憶区分
（１）エピソード記憶
　個人が過去に体験した時と場所に関連する具体的な知識に関する記憶。
　例）「昨日の夕食でカレーを食べた」など。
　※学校学習においては重要視されない。
（２）意味記憶
　誰もが共通に持っている抽象的で超時間的な世界に関する知識の記憶。
　例）「Ｈ2Ｏは水である」
　自己の記憶内に持っている定義を用いて様々な概念、概念間の関係、概念とその属性の関係を特徴付けることに関係する記憶。
　※学校における授業では、意味記憶を効率よくかつ素早く獲得することが望まれる。
（３）手続き的記憶
  以前の経験や行動によって影響を受けるが、技能を必要とする課題にかかわる記憶。
　例）車の運転技能の知識の記憶
●情報の符号化
　情報の符号化・・・・短期記憶に貯蔵した情報を長期記憶に転送して定着させること。
　記憶の検索・・・・・貯蔵された情報の中から目的に合致した情報を取り出すこと。
○符号化方略
　長期記憶に貯蔵した情報を容易に検索できるよう、情報を加工、変形する方法。　
（１）リハーサル
　記銘しようとする情報を声に出したり、頭の中で復唱すること。
  ①維持リハーサル
　　短期記憶システム内にとどめておくだけ。
　②精緻化リハーサル
　　長期記憶に転送して定着させる。
    精緻なコードに情報を変換すること。
　　例）情報のイメージを構成する・・・・一語づつの意味から熟語の意味を連想する
　　　　意味のある文、文章を構成する
　　　　
（２）記憶の体制化
　①入力された情報を「長期記憶内にある既有の枠組み」に取りいれる
　                                 ↓




スキーマ（抽象的な知識の構造から構成される）
　②スキーマがない場合に、情報を取り入れることのできるスキーマを構成する
●情報の検索
○再現テスト
　①再生
　　過去に経験した刺激を、口頭ないしは書記によりどの程度思い出せるかを測定
　②再認
　　過去に経験した刺激に再び出会った時に、口頭ないしは書記によりどの程度識別できるかを測定
３．認知心理学と教科の理解
●ブルームの学校学習モデル
               実際に学習に費やした時間
学習の程度＝
                　学習に要する時間
  ※学力の違いは、学習者の内的な学習能力の違いではない。
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　学習内容を完全に理解しようとしてその教科の学習にかけた時間の違いによる。
●文章読解過程の理解
　①意味記憶に貯蔵している知識を利用して文字や単語を理解する過程
　②様々な単語で構成される文や文章を理解する過程
　
　※文章の読解に熟練した学習者は、意味記憶から情報を検索するスピードが速い






↓




文章全体の処理時間も速い
●算数文章題解法過程の理解
①与えられた問題文を読んで理解する段階
②理解した内容に基づいて問題を解く過程
※児童生徒の問題解決過程を詳細に吟味することにより、どの過程で解法の困難が生じているかを理解することができる。
第３章　学習に対する集団過程の効果
１．集団学習の心理
●他者の存在が学習に及ぼす影響
　学級内の他者が、学習課題の遂行や動機付けに影響を与える。
（１）社会的促進
　他者の存在を意識することによって、行動が誘発され、促進される。
　・メーデの実験
　　単独事態より集団事態の方が、「作業の量」が増大する
　　　　　　　　〃　
       「作業の質」は低下する
 　･ザイアンスの理論
　　他者の存在→個人の覚醒水準は高まり、「習慣化した反応」は一層生起しやすくなる。
　　　　　　　　心的緊張が高まり、「不慣れな反応」は生起しにくくなる。
※集団学習の導入・・・・・課題の性質や学習の進行状況を見定めてから行うべき。
（２）評価懸念
　・他者から自分が評価されているのではないかという懸念
　（正の評価を得たいという動機付け）              覚醒水準の高まり
  （負の評価を得たくないという動機付け）
※「習慣化した反応」→心理的圧力をかける
　「不慣れな反応」　→支持的で受容的な雰囲気が望ましい
※学習行動においては、個人差を考慮する。
●学習活動における競争と協同
　・ドイチェの定義
　「競争」・・・・・一部の成員が目標を達成すると、他が達成できない場合、他に先駆けて目標を達成しようとする。（互いに妨害し合う関係）
  「協同」・・・・・全成員が目標を達成できる場合、力を合わせて同時に目標を獲得しようとする。（相互に助長し合う関係）
（１）競争
　・他者に対する優越欲求を喚起する
　・不安、緊張を引き起こし、他者との友好的関係を成立しにくくする
（２）協同
　・競争より、集団生産性、集団参加性、集団凝集性に優れる
  ・馴れ合いムードをもたらし、メンバーの貢献度にばらつきや不公平感を生じる
※複雑な課題のほうが学習効果が現れやすい
※協同集団の感情的関係に影響を受けやすい
２．集団学習の実際
●集団による学習指導
○集団学習が必要な場合
（１）一つの教材が多様な側面からなっており、色々な側面の事実や資料を寄せ集めることを必要とする場合
（２）一つの事態について多様な意見が是認され、その事態の真理や解決は、様々な意見の総合的一致によって決定されるような場合
（３）学級成員のそれぞれの意見や考えを相互に交換し合うことにより、各個人の包括的判断力を練ることを必要とする場合
●小集団学習
（１）バズ学習
小集団による自由討論のセッションを組み入れる方法（名称はバズセッションに由来）
○塩田芳久の定義
①認知的目標（知識・技能の習得）と態度的目標（社会的態度）の同時達成を目指す指導
②個人学習と集団相互作用を包摂した方法
③個人の発達と集団全体の成長を目指す指導
○塩田芳久の提言
①６人までの偶数集団で編成→偶数？→相互に相談し合うペアを組むことができる
     ↓
生産性や参加度の最適水準
②集団の異質性を高くする（能力・性・性格が異なる）
③仲良し集団をバズ学習の導入に用いると、心理的抵抗を和らげる。
④小集団活動の前に、個人思考のセッションを導入する（課題の内容を熟知させる）
⑤言語的技能の訓練を並行して行う（話し合いの冗長性や無駄をなくす）
（２）ジグソー学習
アロンソンらが考案
○指導方法の概要
①５～６人の小グループ（原グループ）に分ける
②原グループから一人ずつ出て各々カウンターグループを構成する
③カウンターグループに教材を与え、カウンターパートセッション（話合い）を行う
④メンバーを原グループに戻し、他のメンバーに教材を教える。
（ピア・ティーチング・セッション）
※それぞれの子どもが異なる教材を学習→対等に協力し合う
                                            ↓
競争的雰囲気を和らげる、自尊心・対人的感受性・役割取得能力を高める
第４章　学習者特性
１．学習行動に関連する要因
●学習者の個人差
○個人差の要因（従来）
　①個人の知能
　②性格
　③認知スタイル
○認知心理学的な要因
　学習者の認知の仕方
　①動機付け
　②原因帰属意識
　③効力感
●多様な個人内要因
２．学習者の個人差
●知能
※ゲッツェルスとジャクソンの報告
　知能がより低いにもかかわらず、より優れた創造性を持つ生徒の学業成績は、高知能の生徒と変わらない。




↓
収束的思考能力ではばく、「発散的思考能力」を付け加えた創造性についての考慮が必要
●認知スタイル
　人間の基本的な情報処理の仕方についての個人の特性を言う。
○代表的な認知スタイル
　①場依存型・場独立型・・・・・その時の周囲の状況に影響されやすいか否かを示す。
　②衝動型・熟慮型・・・・・・・反応の速さと誤りの多少から分類される
●性格
○中村政夫の報告
　※学力の高いものは低いものに比較して、自己統制、情緒の安定性、社会的適応において高い傾向を示す。
３．学習行動の認知と学習行動
●感情的側面の認知
○学習行動に関した個人内の感情的側面の認知に関する研究
（従来の研究）動機付け、原因帰属、効力感、統制感
（近年の研究）「統制の位置」は、結果期待（頑張れば成績が上がるという認知）と効力期待（どう頑張れば効果があがるかの見通しの認知）とが混在する
（１）動機付け
・外発的動機付け・・・競争場面に置く、フィードバック情報を与える
・内発的動機付け・・・好奇心など（他者による評価によって弱められる傾向がある）
（２）原因帰属
・自己が関わった事象の成功・失敗の原因をどのように受け止めるかの認知の仕方
○ワイナーのモデル
①原因の位置
②原因の安定性
③原因の統制可能性
Ｐ．５７　原因帰属の三次元　参照
（３）効力感・統制感
○奈須正裕の「統制感に関する尺度構成」の考察
　①行動と結果の随伴性（努力すれば効果がある：結果期待）の認知
　②手段的活動の考案可能性（どのようにすれば効果があるのか：効力期待）の認知
　③行動始発の自己決定性（自分で行動を起こすことを決める）の認知
　④遂行過程の自己決定性（やり方を自分で決める）の認知
※小中学生は勉強領域より、運動領域に統制感を感じる傾向
                                       ↓
　　　　　　　自分のやりたいこと、楽しいこと、興味のあること
４．ＡＴＩ（Aptitude Treatment Interaction:適性処遇交互作用）
●個人差に対応した学習法
○ＡＴＩ（Aptitude Treatment Interaction:適性処遇交互作用）
　すべての学習者について、一方の学習方法（指導方法）が他方の方法よりも優れた方法とはならない
●強い交互作用を示す要因
　すべての個人の特性に学習方法を対応させることは極めて困難




↓
　特に強い交互作用を示す要因を見出し、それらとの関わりを検討すべき
第Ⅱ部　授業の理解
第５章　授業のモデルと指導類型
１．授業モデル
○学校での学習活動
（１）①指導（学習）目標の設定と具体化
　　　②指導方略の選択
　　　③効果の判定
（２）学級全員を学習活動に積極的に参加させる
（３）児童生徒の積極的な相互活動を重視する
（４）「認知的過程の目標」（知識の獲得など）と「態度的過程の目標」（積極的な意欲など）を達成する
（５）評価の本質は、目標達成行動におけるフィードバック機能（自己調整機能）である
●目標の明確化
○内容次元での目標設定
　①教科指導目標
　・教科の授業の中で達成すべき内容
　・知識、技能の理解や応用など
　②態度指導目標
　・生徒が教材や学習課題に対して持つ積極性や自主性
●授業形態
○一斉指導
　全生徒に向かって同じ内容を一斉に指導
○小集団指導
　バズ学習、ブレイン・ストーミング、セミナー学習など
○個別指導
　学習者一人一人に、随時教師の指導を踏まえ、自分の課題を自分のペースで学習させる
※教える教科や内容によって様々な指導法を取り入れる
２．授業における学習と指導
●学習
○学習の心理学的定義
「経験による比較的永続的な行動の変容」
○ガルニエの分類
　①Ｓ－Ｒ条件付けによる単純な学習
　②概念学習
　③問題解決
　④発見学習
●有意味受容学習
オースベルの主張
　有意味受容学習（発見学習の批判）・・・知識の習得を基本とし、生徒が教師から単なる暗記ではなく、有意義な知識を受容することが授業である
　
○有意味と暗記
有意味学習の成立条件（オースベル）
　①学習者が有意味学習の構えや動機を持つこと                    条件を満たさねば
　②学習される内容が学習者にとって潜在的に有意味であること      単なる暗記である
○受容と発見
　①受容学習・・・学習内容がそのままの形で提示される。
　　　　　　　　　生徒は教師の解説を理解して記憶したり、実例に適用して確認する
　②発見学習・・・学習内容を生徒が組替えたり、秩序付けて自分の認知構造に合わせる


　反対に自分の構造を再体制化して新たな発見をする
●発見学習（認知理論の影響を強く受けた学習）
○発見学習の基本過程
　①学習課題の把握
　②仮説の設定
　③仮説の練り上げ
　④仮説の検証
　⑤発展とまとめ
例）仮説実験授業
　①難しい課題を提示する
　②生徒に予想を立てさせる
　③実際に実験したり、教師が実験を演示する
　④予想の正誤を確認させる
●プログラム学習（発見学習と対照的な学習）
○プログラム学習の５つの原理
　①小刻みに（スモールステップ）
　②実際に反応し（積極的反応）
　③即座に正誤の確認ができ（即時確認）
　④一歩一歩間違いなく確実に自分のペース（自己ペース）で
　⑤学習の結果、プログラムが検証され改善される（学習者検証の原理）
例）ＣＡＩによる複雑な枝分かれのプログラム学習
　
●完全習得学習（ブルーム：全ての学習者は学校での内容を完全に学習できる）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　必要な要件を満たすことによって
○教育成果を決定する３つの要因
　①認知的前提能力・・・・学習課題に関連した既有知識や既得諸能力
　②情意的前提特性・・・・学習への参加の動機付けの強さ
　③授業の質・・・・・・・行われた指導が学習者にとってどの程度適切であったか
３．個人差と学習指導
●教師の指導法と生徒の学習法の相互作用
○ＰＴＴ(Personal Teaching Theory)・・・教師は各自が最適と思う学習指導法を選択
○ＰＬＴ(Personal Learning Theory)・・・生徒も各自に最適な方法で学習している
※学習能力、パーソナリティー要因、得意・不得意、自己の能力に対する自信、向き・不向き等々→学習活動は各種要因の共存状態の中にある
●オープン・エデュケーション（英国が発祥）
　学習者に活動を自由にため
①従来の壁を取り払ったオープン・スペースの確保
②学年や年齢の壁を取り払い総合的なカリキュラムで指導する
       


↓
必要要件
①自分のペースで学習できるよう教材を構造化する
②　　　　〃　　　　　　　能力を学習者が持ち合わせている
③必要に応じて一斉学習を交える
第６章　授業設計の方法
１．授業設計とは何か
　
●授業設計の意義
○西之園晴夫の定義
「授業設計とは、設計された目標を実現するために、将来において実現可能な事象や事態を予測しながら、構成要素を概念的に操作して、全体と部分との関連を明確にしていく行為であるといえる」
        ↓
授業を目標達成の一つのシステムとして捉え、望ましいシステムを構築しようとする考え方
逆の考え）「授業は一期一会的なもので二度と再現できない」
●授業とコミュニケーション
授業の設計→学習を支援するコミュニケーションを組織的計画的に組み上げること
２．授業設計の手順
●授業の設計手順
（１）教授目標の設定
（２）目標の明確化、具体化
（３）学習者の能力の査定
（４）教授メディアの選択
（５）教授事象の構成
（６）教授展開の順序化
（７）評価の決定
●教授目標
●学習者の能力の査定
●教授メディアの選択
●授業展開の順序化と評価
●目標の明確化と構造分析
○目標の記述と明確化
（１）学習者の条件
（２）目標とする行動の記述
（３）目標となる行動の条件
（４）目標達成の基準
○ブルームの教育目標の３領域
（１）認知領域
　知識や知的技術の獲得に関する領域
（２）情意的領域
　興味・関心・態度・価値・適応性などの領域
（３）技能的領域
　運動や操作などの技術に関する領域
●目標の構造分析
（１）目標行動を決定する
（２）目標行動についてそのすべての場合を列挙する
（３）（２）の目標行動について、さらにその下位目標となる行動を決定し、さらにその下位となる目標行動を次々に決定していく
●ＩＳＭ法とオーダリング理論
ＩＳＭ(Interpretive Structual modeling)法による構造化



↓
①教授目標や学習課題に関する要素を教材から箇条書き的に書き出す
②教師が自由に部分的に関連付ける
③データをコンピュータ処理し、関連構造チャートを作成する
３．授業過程の設計と説明・発問
●授業の導入段階
○動機付けを高める
○学習者に目標を知らせる
●展開の段階
○注意を方向付ける
○再生を刺激する
○学習ガイダンスを与える
○保持を高める
○学習の転移を促進する
●まとめの段階
○パフォーマンスを引き出すフィードバックを与える
○説明と発問の段階
（１）解釈的な説明
（２）記述的な説明
（３）理由付ける説明
・内容の構成
　①説明の柱立てを決める
　②補助的な説明事項を決める
　③説明の構造をつくる
　④教材研究を十分に行う
・説明方法の構成
　①説明の流れの形態を選択する
　②児童生徒の興味・関心・能力を考慮する
　③提示や演示の活用
　④事実と推測、仮説と法則などの区別をする
　⑤児童生徒に授業の流れの行き先をイメージさせる工夫
　⑥児童生徒から質問を受ける
・発問の目的
　①児童生徒の状態を知る
　②児童生徒に興味・関心を持たせる
　③思考を発展させる
　④深く掘り下げて考えさせる
　⑤探求の態度を養う
　⑥思考・発想を転換させる
・発問の種類
（１）想起
　見たり聞いたりしたことを想起させる質問
（２）理解
　想起したとこの理解，今までの学習事項の理解を調べる
（３）応用
　問題解決において想起した知識や技術が使用できるかどうか調べる発問
（４）分析
　事象の要因、原因を見極め、理解させ、推論させ、事例を挙げさせるなどを求める発問
（５）評価
　問題解決の仕方、考え方の根拠、正当さの判断などを求める発問
（６）総合
　予習、問題解決、演繹、機能などをするように求める発問
第７章　授業研究の方法
１．授業研究の目的
●授業研究の目的と意義
○授業研究の目的
（１）教育研究としての授業研究
（２）カリキュラム・教育内容・教材の開発とその評価
（３）よりよい授業の創造
　①授業の設計
　②実施
　③評価
（４）教師の技量・力量形成
●アクション・リサーチとしての授業研究
○アクション・リサーチの特徴
　①観察と実践との二重機能を有している
　②観察対象の望ましい成長を目指す
　③観察者自体の変容も期待している
○教育実践研究としての授業研究
　①目的志向的な活動
　②課題意識を持った主体的なもの
　③過程や結果の分析は全体的総合的に把握して理解されなければならない
２．授業研究の方法
●授業の「個性的分析」か、「一般化・科学化」か
●授業研究のストラテジー
●授業研究の枠組み
（１）評価者を「授業者自身」、「こども」、「観察者」に分ける
（２）評価の対象を「教授活動」「こどもの活動・学力」「教材・教具」「学習形態」「コミュニケーション過程」に分ける
（３）評価情報を得る段階を「事前」、「授業実施過程・時中」、「事後」に分ける
（４）評価方法を「定性的方法」と「定量的方法」に分ける
●授業研究の手続き
①プロセスの評価
②学習結果の評価
③総合的評価
○プロセスの評価
（１）コミュニケーション分析
（２）フリーカード法（自由記述）
（３）チェックリスト法と評価尺度法
●授業結果としての学力の評価
●総合的評価
第８章　評価
１．教育における評価の意味と多様性
●評価の本質
●評価の多様性
２．教育評価の機能
●教授活動の改善
●学習活動の改善
●学校の管理・運営と対社会的調整
３．評価の観点
●相対評価・絶対評価・個人内評価
●診断的評価・形成的評価・総括的評価
●自己評価
○自己評価の機能
　①自己強化のメカニズムによって内溌的動機付けが高められる
　②自己調節のメカニズムによって学習の仕方を獲得することができる
　③他者評価と自己評価を相互補完的に使用することで教育効果を高めることができる
●評価の方法と適用
○「求同的目標（すべての児童生徒に等しく達成されるべき目標）」
○「求異的目標（一人一人に違った形として形成されるべき目標）」
○求同的目標と求異的目標の調和
　①知識理解、技能に属する学力は量的な形で捉えるほうが適当
　　思考・表現・関心・態度は質的な形で捉えるほうが適当である
　②求同的視点からの評価は、量的に捉えやすい「学力」について行う
　③求異的視点としては複数の尺度を用い、個人内評価の立場が採用される
　④芽生えつつある内在的な能力・特性に注目し、興味・関心を重視して評価する
　⑤求同的視点からの評価は小刻みに、求異的視点からは一定期間の変化を評価する
４．評価における認知心理学的アプローチ
●能力の概念の変容
●既有知識の役割
５．評価の数量化
●信頼性
●識別性
●妥当性
○妥当性の定義
　①測定値の代表性
　②測定値の有用性
　③測定値の有意味性
●項目反応理論的な統計的アプローチ
６．評価の方法とコンピュータの利用
●学習者の特性を評価した解析手法
●能力水準に応じたテスト
第Ⅲ部　メディアと教育
第９章　教育メディアの特性と方法教育の利用
１．教育メディアの種類と選択
●教育メディアと視聴覚教材
　参考）「視聴覚教材」
　写真、絵図類、実物、標本、模型、紙芝居、スライド、オーバーヘッド投影、レコード、録音、ラジオ、映画、テレビ、録画、ＬＬ機器、掲示、展示
●教育メディアの分類と選択
○教育メディアの選択
　①教授目標の明確な記述
　②目標のカテゴリー分類
　③教授場面の行動のリストアップ
　④提示される教授刺激のタイプの選択
　⑤利用可能なメディアのリストアップ
　⑥理論的に最前なメディアの選択
　⑦現実的要因を加味した最終的なメディアの選択
２．非投映系視覚メディア
　①静止画　
　②絵・図類
　③模型と実物
３．投映系視覚メディア
　①実物投映
　②オーバーヘッド投映
　③スライド
４．音声メディア
　
●音声テープ
●レコードとＣＤ
●カード・シート類
５．映画とビデオ
●映画
○映画メディアの教育的意義
　①動きが本質的な学習課題について有効
　②事象の「過程」を効果的に提示できる
　③危険な体験を安全に「観察」させられる
　④運動を伴う「技能」を教えるのに有効
　⑤事象を劇化でき、学習内容を印象深くすることができる
　⑥情緒的な訴求力が、情意的領域の学習に適している
　⑦遠隔地の事象を提示でき、外国の文化や地理などの学習に資する
　⑧視聴中の場面の転換が、視聴者の注意を持続させる
　⑨クローズアップなどの技法により、視聴者に手掛かりを与える
●ビデオ
６．放送教育
●放送教材の特性と利用効果
○テレビに期待できる教育効果
　①新鮮な経験を与えて、豊かな想像力や学習への興味を育てる
　②未経験あるいは追体験の困難な事物や事象に対して、具体的な理解の手掛かりを与える
　③事象の関係、構造、過程などを要約した形で示し、事象の全体的な理解の手がかりを与える
　④因果関係や論理の展開を要約して示し、事象の全体的な理解の手掛かりを与える
　⑤統計資料その他，学習のための新しい参考資料を提供する
　⑥練習のための正しい規範を与える
　⑦鑑賞や批判のための優れた資料を提供する
　⑧情緒に訴え、望ましい心情や態度を育てる
　⑨日常の生活指導において共通の関心や問題意識を呼び起こして、問題の解決を容易にする
　⑩正確な共通語が身につき、意見や感想の発表が活発になる
　⑪家庭における放送の視聴態度を望ましい方向に育てる
　⑫教師の指導上の示唆や規範を与える
○放送教材に望まれる特性
　①番組の中に、何か「新しさ」が含まれていること
　②具体性を大切にし、明確なイメージを与えることができること
　③情緒性を大切にすること
　④高い芸術性を持たせること
　⑤正確にして、公正を期すること
　⑥放送の機能を最大限に生かすこと
○放送教材の教育効果
　①望ましい条件が整えば、子どもは教育テレビから効果的に学習する
　②一方向のコミュニケーションが学習に貢献する時には、テレビはどのような教科内容を教えるのにも効果的に用いられる
　③テレビは、視聴する現場における学習活動に適切な位置付けで利用される時に、学習の道具として最も効果的である
●テレビ番組の利用形態
７．統合型の新しいメディア
●パソコン通信
●ミミ号の航海
●文京文学館
８．メディアリテラシーの教育
第１０章　映像と学習
１．映像・イメージ
●映像・イメージの種類と性質
○波多野完治の分類
　①客観的映像・・・・外にある映像
　②主観的映像・・・・心の中の映像
○川上春男の分類
　①第一映像・・・　網膜に映る像である物質像
　②第ニ映像・・・　大脳に形成される像である心理像
　③第三映像・・・　絵や写真のように網膜に映る像であるが物質像を再現した形象像
○リチャードソンの主観的映像の分類
　①残像
　②直感像
　③記憶心像
　④創造心像
●心像と学習
●非言語的メッセージの特性
２．映像の取りこみと処理の過程
●知覚・認知の生理心理
●映像と記憶
３．映像メディア・メッセージと教育現場
●学習における映像の効果
●生涯学習の場において
第１１章　教育技術の革新と普及
１．教育革新と学校
●新しい実践を生み出す計画
●イノベーション
２．学校革新の過程
●学校革新への刺激
○学校の外部環境の変化
（１）外部社会の学校への要求や期待に変化が生まれた時
（２）外部社会に生じる知識や技術の変化
（３）準拠集団における遂行レベルの向上
○学校の内部環境の変化
（１）新しい人材の導入
（２）学校のメンバーの再教育
●学校革新の開始
○知識－関心プロセス
○態度形成プロセス
○意思決定プロセス
（１）問題の解決可能性
（２）適用可能性
（３）受容可能性
●学校革新の運用
○初期運用プロセス
（１）イノベーションの運用手続き・方法を学校の現実的条件の下で具体化し、必要な技術的資料や教材などを開発する。
（２）継続的、定期的な会合を通してイノベーションとその運用法を関係するメンバーに理解させ、運用における役割と責任を自覚させる。
（３）運用上の実際的，具体的問題に焦点を置いた訓練を与える。
（４）イノベーションに適合するよう組織編成を調整する。
（５）イノベーションへのモラルサポートを与えるとともに、必要なリソース（人、モノ、資金、時間等）を組織化する学校長のリーダーシップ。
○継続的－維持的運用プロセス
（１）新しい教材や教具などイノベーションに伴われる具体的な材料の利用
（２）そのイノベーションが要求する新しい教育上のアプローチ（行動パターン）の採用
（３）そのイノベーションが持つ教育上の仮説や理論の受容
●学校の多様性と自己革新性
○自己革新的な学校
　①内部的な革新の遂行能力
　②イノベーションに対する積極的態度
　③外部的、内部的環境に対する敏感性と適応性
　④外部リソースシステムとの積極的な関係の形成・維持
　⑤未来志向性
３．教育イノベーションの普及
●研究－開発－普及モデル
●社会的相互作用モデル
●問題解決型モデル
４．教育イノベーションの特性
●研究と実践のギャップ
●運用過程の重要性
５．教育における知識の生産と利用
●「研究開発」から「知識の生産と利用」へ
●「理解のための知識」と「行為のための知識」
第Ⅳ部　コンピュータの利用
第１２章　コンピュータとその利用技術の進歩
１．コンピュータの進歩
●コンピュータの揺籃期
●ノイマン式コンピュータの誕生
●商業用コンピュータの時代
●コンピュータの進化を促した素子開発
●小型計算機の出現
２．パーソナルコンピュータの普及
●パーソナルコンピュータの歴史
●マイクロプロセッサーの進化
●基本ソフト
３．インターネット
●コンピュータネットの形成
●インターネット関連システムとソフト
●デジタル製品
●コンピュータ社会の現在と将来
第１３章　授業の中のコンピュータ利用と情報教育
１．教育におけるコンピュータ利用の発展
●学校の中で
・コンピュータミュージック
・方程式のグラフ化
・科学反応、天体の動きなどのシミュレート
・社会化資料のデータベース
・英会話の練習
・学校保健データの管理
・進路指導用データベース
・学級ニュースの作成
・ホームページの開設
・図書データベース
・
●初期の教育とコンピュータのかかわり－１９７０年代中頃まで
○初期のコンピュータ利用形態－ＣＡＩ
○初期のＣＡＩ実践を支えた理論と学習プログラムの型
○初期段階のわが国の特徴－ＣＭＩ
○初期の専門家養成教育
●パソコンの登場
○ハードウェアの進歩
　
○パソコンの進歩と教育
○人工知能技法
２．コンピュータ利用の展開
●国の方針
○１９８０年代
○１９９０年代
●情報活用能力
●コンピュータリテラシー
●情報活用能力の内容
①情報の受け入れ（情報理解力・情報批判力）
②情報の収集（情報選択力・情報収集力）
③情報の加工（情報処理・加工力）
④情報の創造（情報生成力）
⑤情報の伝達（情報伝達力）
○今後の情報教育の目標（文部省；１９９７年）
（１）情報活用の実践力
（２）情報の科学的な理解
（３）情報社会に参画する態度
●情報教育の環境整備
○コンピュータの普及
○教員の情報指導能力
○インターネット
○性差の問題
●教科等指導の情報化
○情報基礎領域
○教科の指導
＜国語＞
＜算数・数学科＞
＜理科＞
＜音楽科・図画工作科・美術科・書道科＞
＜体育・保健体育科＞
＜外国語科＞
＜特別活動＞
○総合的学習
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